
JAMSTEC has the main objective to contribute to the advancement of aca-
demic research, and the cooperative activities on the academic research 
related to the Ocean for the benefit of the peace and human welfare.

問い合わせ先：海洋研究開発機構　東京事務所　賛助会事務局
東京都千代田区内幸町2丁目2番2号 富国生命ビル23階
　Tel:03-5157-3900　FAX:03-5157-3903　Mail：sanjokai@jamstec.go.jp

〈日本電気株式会社 デジタルプラットフォーム事業部 主任〉 小林 準 様 
AIを活用した「養殖魚サイズ測定自動化サービス」について

〈令和元年度〉

賛助会技術交流会・懇談会
令和元年12月5日（木）14：30～19：00

会員の皆様との技術交流を一層深めていくため技術交流会を行います。

JAMSTECの技術的な情報の収集の場、賛助会員様相互の情報交流の場としてご活用ください。

富国生命ビル23階 共用会議室A・B・SIP会議室

◎特別講演

日時

場所

養殖魚の体長を自動的に非接触で測定するサービスを、2019年度より養殖関連の事業者様にご提供しています。
本サービスのコア技術であるAIの概要と、パートナー企業と共同開発した水中ステレオカメラについてご説明いたします。

地球温暖化など、海洋を取り巻く環境は、早急な対応が求められています。また、海洋は資源の宝庫としても注目され、
安全保障の面からも極めて重要な領域です。こうした背景を踏まえ、海洋状況を広く、正確に、
リアルタイムで把握するためにJAMSTECの行っている技術開発の方向性についてご説明いたします。
部品調達や要素技術についての課題を挙げ、会員会社の皆様からの様々なご助言を頂きたいと考えております。

JAMSTECは地球シミュレータとDATA ANALYZERシステムという
二つの大型計算機基盤を保有しています。その計算機基盤の紹介と、
最新の環境流体シミュレーション研究の紹介をいたします。

〈部門長〉 倉本 真一
「研究プラットフォーム運用開発部門（MarE3, マーレ）の動向」　
● 研究プラットフォーム運用開発部門からの報告

〈システム統合環境技術開発グループ グループリーダー〉 大西 領 

「JAMSTECの大型計算機基盤と
大規模環境流体シミュレーション研究の紹介」　

● 地球情報基盤センターからの報告

2007年9月より開始した南海トラフ地震発生帯掘削は、断続的に掘削を行い、
2019年3月末をもって一区切りとなりました。これまでの科学と技術の成果を紹介するとともに、
昨年度のプレート境界断層（地震発生帯）を目指した掘削の概要と、今後の方向性を報告いたします。

〈研究プラットフォーム運用開発部門  部門長〉 倉本 真一
「南海掘削12年で学んだこと、そしてこれから」　

● 講演

〈観測技術研究開発グループ グループリーダー〉 石原 靖久

「JAMSTECの技術開発の方向性」

❶ 「技術開発の概略や背景について」

〈技術開発部次長／海洋ロボティクス開発実装グループ グループリーダー〉 永橋 賢司
❷ 「ロボティクスの開発と部品調達や要素技術の課題」

〈基盤技術研究開発グループ グループリーダー〉 志村 拓也
❸ 「音響技術の展開」

● 技術開発部からの報告



令和元年度「賛助会技術交流会・懇談会」 次第

●日時：12月5日（木）14：30～19：00
●場所：富国生命ビル23階 共用会議室A・B・SIP会議室

開会の挨拶

［技術交流会］

［懇談会］

14：30～14：40 〈理事（開発・運用担当）〉 東 垣

閉会の挨拶17：30～17：35

17：50～19：00

〈海洋科学技術戦略部 部長〉 豊福 高志

「研究プラットフォーム運用開発部門（MarE3, マーレ）の動向」　14：40～15：00
〈部門長〉 倉本 真一

● 研究プラットフォーム運用開発部門からの報告

JAMSTECの大型計算機基盤と
大規模環境流体シミュレーション研究の紹介

15：45～16：15

休憩16：15～16：30

● 地球情報基盤センターからの報告

「JAMSTECの技術開発の方向性」
●技術開発の概略や背景について

15：00～15：45

〈観測技術研究開発グループ グループリーダー〉 石原 靖久

●ロボティクスの開発と部品調達や要素技術の課題
〈技術開発部次長／海洋ロボティクス開発実装グループ グループリーダー〉 永橋 賢司

●音響技術の展開
〈基盤技術研究開発グループ グループリーダー〉 志村 拓也

● 技術開発部からの報告

AIを活用した「養殖魚サイズ測定自動化サービス」について16：30～17：00

● 特別講演

〈システム統合環境技術開発グループ グループリーダー〉 大西 領 

〈日本電気株式会社 デジタルプラットフォーム事業部 主任〉 小林 準 様

「南海掘削12年で学んだこと、そしてこれから」17：00～17：30

● 講演

〈研究プラットフォーム運用開発部門 部門長〉 倉本 真一


